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福
祉
施
設
に
関
す
る
災
害
対
策

二
つ
の
計
画

（
１
）
避
難
確
保
計
画

施
設
利
用
者
や
施
設
職
員
が
、
避
難

時
に
水
害
・
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
計
画
で
す
。

水
防
法
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に

お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り

に
関
す
る
法
律
の
各
法
で
、
市
町
村
地

域
防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
た
要
配
慮
者

利
用
施
設
等
の
所
有
者
・
管
理
者
に
対

し
避
難
確
保
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
崎
県
内
に
お
け
る
避
難
確
保
計
画

の
作
成
状
況
は
、
要
配
慮
者
利
用
施
設

数
４
４
３
に
対
し
、
作
成
し
て
い
る
要

配
慮
者
利
用
施
設
数
は
２
５
４
と
、
6

割
に
満
た
な
い
状
況
で
す
（
令
和
3
年

3
月
31
日
現
在
・
国
土
交
通
省
公
表
資

料
）。こ

の
計
画
さ
え
で
き
て
い
な
い
施
設

が
、
果
た
し
て
災
害
発
生
時
、
利
用
者

と
職
員
の
命
を
守
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

（
２
）
事
業
継
続
計
画

   BCP

：Business Continuity Plan

福
祉
施
設
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、「
命
、
暮
ら
し
を

守
る
」
た
め
重
要
業
務
を
中
断
さ
せ
ず

に
早
急
に
復
旧
さ
せ
、
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
厚
生
労
働
省
か
ら
計
画

策
定
の
通
知
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
策
定
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
国
で
福
祉
施
設
の
被
災
が
相
次
い
だ

結
果
、
令
和
３
年
度
の
介
護
報
酬
改
定

で
、
全
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を

対
象
に
、
業
務
継
続
に
向
け
た
計
画
等

の
策
定
、研
修
の
実
施
、訓
練
（
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
実
施
等
が
義
務
づ
け

この記事は、本会ホームページと連動しています。　マーク部分の情報等をホームページでご覧いただけます。

【県内での事例】新上五島町 特別養護老人ホームつばきの里の状況

▼ 8:00…台風 5 号のピークが過ぎ、
デイサービス送迎地域の被害状況を
確認するため車で出発。運行可能状
況を確認。
▼ 8:30…気象庁の雨雲レーダーで動
くタイミングなら今と判断。土曜で
デイが休みのため、一人暮らしの方
の安否確認に、2 名 1 組となり 2 台
に分かれ出発。
▼ 9:05 頃…A さん宅玄関で職員の
くるぶしまで水位あり。避難を促す
数分の間に膝の高さまで水位が急上
昇。震える利用者を抱え送迎車に移
動。
▼ 9:10 頃…通常ルートで移動中、
道路の一部浸水で走行不能、地元住
民の誘導で道路より高い駐車場で U
ターンして現場離脱。

▼ 9:20…施設到着。A さん宅はその
後 10 時ごろ最高水位となり床上浸
水した。

令和元年 7 月 20 日 ( 土 )、台風 5 号の湿った空気と太平洋高気圧の縁をま
わる湿った空気がぶつかり、新上五島町は前夜から活発な雨雲がかかり続けて
いた。

台風の時は、その都度気
圧などのデータを確認して対
応できていましたが、大潮の
満潮時間帯であることを見落

としていました。
また、台風による倒木が当該地区の排水溝

の流入口をふさいでいました。車ではわから
ない、『歩いてみること』の大切さを痛感し
ました。（同施設　生活相談員　谷本さん）
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ら
れ
ま
し
た
（
経
過
措
置
期
間
3
年
）。

本
会
の
研
修
会
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
単
独

の
計
画
で
は
な
く
「
非
常
災
害
対
策
計

画
」
と
し
て
、
消
防
計
画
・
防
災
計
画

の
内
容
を
含
ん
で
策
定
し
て
い
く
手
順

を
学
び
ま
し
た
。

ま
ず
次
の
2
点
を
ふ
ま
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　  

問
わ
れ
る
の
は
「
組
織
の
総
合
力
」

組
織
の
総
合
力
と
は
、
職
員
の
防
災

力
＋
施
設
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

す
。災

害
発
生
時
に
次
々
に
発
生
す
る
危

機
に
対
処
す
る
の
は
施
設
長
（
災
害
対

策
本
部
長
）
で
す
が
、
施
設
長
が
不
在

時
に
発
災
し
た
時
は
、
職
員
が
判
断
し

て
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

行
動
の
指
針
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
す
。

災
害
対
策
に
終
わ
り
＝
完
成
＝
万
全

は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
、
訓
練
を
通
じ
て

計
画
を
実
行
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い

く
こ
と
、
組
織
の
災
害
対
策
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
作
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に

も
、
ま
ず
災
害
対
策
計
画
の
第
一
歩
が

大
切
で
す
。

　  

発
災
時
の
３
つ
の
〝
な
い
！
〟

①
職
員
の
不
足

②
物
資
の
不
足

③
利
用
者
の
低
栄
養

こ
れ
ま
で
、
被
災
地
の
施
設
で
は
、

▼
職
員
は
家
族
が
被
災
し
て
も
支
援
を

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

▼
「
職
員
不
足
・
利
用
者
の
増
加
・
業

務
効
率
低
下
」
の
三
重
苦

▼
厨
房
機
能
ス
ト
ッ
プ
で
1
日
2
食
し

か
提
供
で
き
ず

▼
ケ
ア
用
品
の
不
足
か
ら
衛
生
上
の
問

題
発
生

▼
職
員
の
生
活
用
品
や
衣
類
さ
え
手
に

入
ら
な
い

と
い
っ
た
こ
と
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

災
害
対
策
計
画
策
定
の
手
順

下
図
の
よ
う
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

沿
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ス
テ
ッ
プ
１　
リ
ス
ク
の
評
価

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
自
宅
や
施
設
の

所
在
場
所
の
リ
ス
ク
確
認

国
土
交
通
省
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
「
わ
が
ま
ち
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」「
重

ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
2
種
類
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
市
町
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

気
象
庁
の
過
去
の
デ
ー
タ
検
索
で
は
、

地
域
・
年
月
日
を
指
定
し
て
降
水
量
等

の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
設
が
「
避
難
確
保
計
画
」
作
成
対
象

施
設
か
確
認

既
に
平
成
29
年
6
月
に
水
防
法
、
土

砂
災
害
防
止
法
の
改
正
に
よ
り
、
同
計

画
の
作
成
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 　
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各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
災
害
関
連

の
情
報
シ
ス
テ
ム
等
か
ら
自
施
設
で
の

リ
ス
ク
の
優
先
順
位
を
考
え
ま
し
ょ
う

（
例
：
①
水
害
・
土
砂
災
害
、
②
台
風
、

③
地
震
）。

ま
た
、
施
設
だ
け
で
な
く
、
災
害
か

ら
職
員
及
び
家
族
を
守
り
、
災
害
時
の

人
的
資
源
を
確
保
す
る
点
か
ら
も
、
職

員
の
自
宅
の
ハ
ザ
ー
ド
の
確
認
、
通
勤

ル
ー
ト
の
確
保
・
複
数
化
も
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

ス
テ
ッ
プ
２　
リ
ス
ク
に
対
す
る
現
状

                   

把
握

リ
ス
ク
に
対
す
る
施
設
の
ハ
ー
ド
面
で

の
評
価
と
対
策

建
物
設
備
に
関
し
、
平
時
か
ら
定
期

的
に
（
年
1
回
程
度
）
確
認
を
行
い
ま

す
（
業
者
に
確
認
し
て
も
ら
う
）。

ま
た
、
災
害
発
生
後
、
点
検
が
必
要

な
箇
所
を
あ
ら
か
じ
め
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
て
お
き
、
定
期
的
に
「
危
険
箇
所
点

検
」
を
リ
ス
ト
に
従
い
行
う
こ
と
も
必

要
で
す
。

例
え
ば
、
毎
年
5
月
に
「
危
険
箇
所

一
斉
点
検
活
動
」
を
行
う
と
、
新
し
い

人
の
目
・
新
し
い
感
性
で
危
険
個
所
を

発
見
で
き
、
さ
ら
に
梅
雨
前
で
も
あ
り
、

介
護
リ
ス
ク
と
災
害
リ
ス
ク
の
ダ
ブ
ル

点
検
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

左
記
は
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る

電
気
と
水
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
一
部

で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ッ
プ
３　
災
害
対
策
組
織

こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
方
の
中
に

は
施
設
の
防
災
委
員
会
メ
ン
バ
ー
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
防

災
委
員
会
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

ま
す
か
？

職
員
に
対
す
る
防
災
教
育
、
防
災
訓

練
、
災
害
対
策
計
画
策
定
と
そ
の
実
効

性
の
担
保
に
向
け
た
活
動
等
が
そ
の
役

割
で
す
が
、
平
時
の
組
織
で
あ
る
防
災

委
員
会
は
災
害
時
の
組
織
で
あ
る
災
害

対
策
本
部
に
つ
な
が
り
ま
す
。
当
然
防

災
委
員
会
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は
災
害
対

策
本
部
は
動
き
ま
せ
ん
。

「
平
時
の
備
え
」「
災
害
発
生
時
」「
災

害
発
生
後
（
復
旧
期
）」
の
3
つ
の
機

能
分
担
を
明
確
に
し
て
、
リ
ン
ク
さ
せ

た
形
で
組
織
化
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。言

う
ま
で
も
な
く
、
災
害
は
風
水
害

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
、
コ
ロ

ナ
等
感
染
症
対
策
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
で
の
備
え
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。ス

テ
ッ
プ
４
以
降
や　
　

が
あ
る
項

目
、参
考
資
料
等
を
、本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

長
崎
県
社
協　
広
報
誌 　
で
検
索

ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ど
う

ぞ
。

★ この号へのご意見をお寄せください。

https://www.nagasaki-pref-shakyo.jp/public/pdf/vol18_SE.pdf
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　共同募金は、戦後間もない昭和 22 年に復興の一助として戦災孤
児や生活困窮者の支援などを行うため「国民たすけあい運動」とし
て始まりました。その後時代の要請に合わせて、社会福祉施設の整
備や地域で支援を必要とする方々のための活動助成へと推移し、現
在は、社会的孤立や経済的困窮など多様な地域の課題解決を支える
ために募金運動を行っています。
　人口減少や経済活動の停滞などにより毎年募金が減少しており、
地域で実施される福祉活動など共同募金の資金を必要とされる方々
への助成も減り続けています。

加えて昨年から新型コロナ感染症の影響を受け、経済的困窮や雇用状況の悪化より支援を必要とされる
方々が増えています。
　全国の共同募金会では「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃない～」を助成テーマ
に、社会福祉法の規定に従い、10 月１日から全国一斉に共同募金運動を展開します。
　また、来年１月からは、経済的困窮など今日的な生活課題の解決を目指して福祉団体自らが募金活動
を行うテーマ募金（使途選択募金）も実施します。
今年の長崎県内での赤い羽根募金の目標額は、２億１千万円。主な募金の使いみちは、次の活動等への
助成を計画しています。

①支援を必要とされる子どもと家族、障がい
者、高齢者などを対象に社会福祉協議会が
行う地域福祉事業費

②社会福祉施設の整備費
③社会福祉団体、ＮＰＯ法人・ボランティア

団体の活動費

④赤い羽根号（福祉車両）の整備費
⑤大規模災害時のボランティア活動支援費
⑥火災等小災害見舞金
⑦運動推進費

　何卒、共同募金の主旨にご賛同いただき、皆様方の温かいご理解とご協力をお願いいたします。
社会福祉法人　長崎県共同募金会
TEL 095(846)8682　FAX 095(846)8565　
kyobo@akaihane-nagasaki.or.jp　　　
http://www.akaihane-nagasaki.or.jp

赤い羽根共同募金運動10月1日スタート！
意志ある募金は「あの人」を支える力となる

10
1

今年もヴィヴィくんが
バッジで応援！
詳しくは HP で。

共同募金
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